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病院機能評価とは

特集

■ 審査の流れ 

■ 機能種別 

附属内丸メディカルセンター
病院機能評価を受審

　附属内丸メディカルセンターでは１月３０日、３１日に病
院機能評価を受審しました。当院にとっては初めての受審
となります。本号では、当日の様子や各委員会等の取り
組みについて紹介します。

　病院機能評価は、（公財）日本医療機能評価機構によって、中立的・科学的・専門的な見地から医療機関の役割に応じ
た機能が適切に発揮されているかを第三者的に評価されることで、医療の質向上に寄与する制度です。病院機能評価事業
は 1997 年より開始され、2023 年２月時点で認定されている病院は 2,015 件で、全国の病院の約 1/4 が認定されています。

　１月 30 日（月）～ 31 日（火）の２日間、
内丸 MC で訪問審査が行われ、サーベイヤー（評
価調査者）３名が訪問しました。受審後は、６
～８週間後に通知される「中間的な結果報告」
を待ち、評価 C（一定の水準に達しているとは
いえない）の項目の有無を確認します。評価 C 
がなければ約２か月後に審査結果が通知され、
評価 C があれば「補充的な審査」を受けるか
判断します。受審の申し出をした場合には、再
度「書面審査」または「訪問審査」を行い、約
２か月後に審査結果が通知されます。

　病院機能評価受審にあたり、病院は自院の役
割・機能に応じた主たる「機能種別」を選択し、
受審します。今回、附属内丸メディカルセンター

（以下、内丸ＭＣ）は「一般病院２」を受審し
ます。

＜公益財団法人日本医療機能評価機構ホームページより＞

主な種別名 種別の説明

一般病院１ 主として、日常生活圏域等の比較的狭い地
域において地域医療を支える中小規模病院

一般病院２
主として、二次医療圏等の比較的広い地域
において急性期医療を中心に地域医療を支
える基幹的病院

一般病院３
主として、高度の医療の提供、高度の医療
技術の開発・評価、高度の医療に関する研
修を実施する病院または準ずる病院（特定
機能病院・大学病院本院等）
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■ 医療の質向上委員会 

■ 医療の質向上委員会 病院機能評価活用部会

　医療の質向上委員会を一言で例えるなら「大きな箱」です。様々な委員会や部会を作
ることは業務を分担できるというメリットがある反面、隣の委員会が何をやっているの
かがわかりにくくなるというデメリットもあります。医療の質向上委員会はこれら様々
な委員会や部会を一旦一つの箱に入れて、職員全員が当院の現状を俯瞰的に把握できる
ようにすると同時に、各々の橋渡し的な役割を担う目的で組織された委員会です。主な
業務は情報の共有と改善そして発信です。具体的には「患者満足度調査」を実施（年２回）
し、現状把握と改善策の検討、診療中に発生した倫理的課題の共有、業務改善に向けた
様々な課題の抽出、方策の立案および実施（業務改善推進部会）、QI(Quality Indicator)
指標の集計およびホームページ上での公開、広報部会と連携し地域住民への情報発信＆
イメージアップ作戦など多岐に渡ります。今回の機能評価受審に際しては新たに機能
評価活用部会を組織し、泌尿器科の杉村淳先生に部会長になっていただきました。こ
の部会で議論した内容を後日当委員会において各部署のリーダーに「宿題」と称して
フィードバックし、課題の共有と各進

捗状況の把握などを行いました。また折に触れ「病院機能評価通
信」を作成し、進捗状況や重要事項を発信することで全職員が一
丸となって病院機能評価に向かうモチベーションを高める工夫も
行ってきました。当初手探りで始まった委員会ではありましたが、
内丸キャンパス事務の皆さんや当委員会の委員の方々、その他多
くの方々に支えていただいたお陰で、機能評価最終日の総括にて
サーベイヤーからは当委員会の存在意義や重要性を大変高く評価
していただけました。これからも当センターの医療の質を益々向
上させるために引き続きご支援ご協力の程よろしくお願いいたし
ます。 

　医療の質向上委員会 病院機能評価活用部会（病院機能評価 WG※）の活動は、2021
年４月 20 日第１回 WG ミーティングからスタートしました。WG では、最初に「病
院機能評価 機能種別版評価項目解説集 一般病院２」を参考に、評価の視点・要素・ポ
イントについて、当院の状況把握と問題点の抽出を行いました。これを各部署自己評
価と対比し、該当部署スタッフ同席のもと、具体的改善点を確認しフィードバックし
ました。模擬サーベイや模擬ケアプロセス、WG 巡視などの準備を経て、受審日を迎
えました。当日はサーベイヤーから細かい指摘はございましたが、講評は概ね良好と
思われました。終了後の下沖センター長のご挨拶とスタッフの皆様の満足感に満ちた

表情が印象的でした。受審準備のため、
ご多忙なところ毎週のようにお集まり
いただいた WG メンバー、様々な依頼
に対応いただいた各部署のスタッフ、
附属病院からサポートくださった方々、
多忙な準備を乗り切った内丸事務メンバー、ご協力いただいた皆様
に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。評価報告を
受けて、今後更なる改善が必要になると思います。引き続き皆様の
ご協力よろしく願い申し上げます。
※ WG：Working Group

ケアプロセス調査に対応する西川委員長

内丸メディカルセンター
マスコットキャラクター

MARUMEちゃん

面接調査に対応する杉村部会長

脳神経外科学講座 講師

西川 泰正 委員長

泌尿器科学講座 准教授

杉村 淳 部会長

受審に向けた取り組み

　内丸ＭＣでは病院機能評価受審に向けて、委員会、部会、会議で様々な取り組み
が行われてきました。受審に向けた取り組みを委員長、部会長、外来医長に伺いました。
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■ 医療の質向上委員会 業務改善推進部 

■ 外来医長・管理者会議

　部門縦割りから組織横断的な多職種連携、数値化によるコスト意識の向上と
合理的業務遂行、患者目線ならびに職員にとっても温かい病院づくりを目指す
ことをコンセプトに、2022 年度に設置されました。特定機能病院ではなく、地
域の医療施設として選んでいただける内丸メディカルセンターになるための重
要な部会と捉えています。
　取組みの１例として、外来患者用長椅子の配置変更を行いました。廊下の両
側に配置した長椅子では患者さん同士が向い合わせのためプライバシー上の問
題があり、また外来受付前から患者さん全体を見回すことが出来ませんでした。
長椅子を廊下に直角に並べ替えることにより上記の問題を解決し感染対策上も
有益となりました。単純に思えることでも、長年の慣習を変更することへの抵
抗は少なからずありました。

　次に正面玄関脇に医療情報コーナーを設けました。多職種で「医療情報コーナー WG」を立ち上げ、手製のポスター
を作成しています。各診療科紹介、薬剤情報、栄養や運動などの有用な情報を貼り出しています。２カ月毎に内容を
刷新しますが、医療関連リーフレットや内丸ＭＣ界隈の飲食店情報も好評です。若手スタッフが病院運営に関わるモ
チベーションにもなっています。
　内丸ＭＣでは、各部署単位の在庫管理によりコスト意識も希薄で非常に無駄の多い
状況でした。そこで多職種に SPD（Supply, Processing and Distribution）メンバーを加
えた「SPD 推進 WG」を起ち上げました。医科で
は衛生材料の不動在庫率を各部門一覧で見える化
し、オリジナルのチェックシートを用いて WG メ
ンバーによる部署訪問を行っております。歯科医
療センターでは全科での SPD 化を進めています。
　最後に、センター長補佐室に「職員よろず相
談所」を設けております。業務改善の提案や、
個人的相談も受け付けておりますので、お気軽
にご利用ください。今後も業務改善推進部会の
活動に対しまして、皆様からのご協力をお願い
致します。

　病院機能評価受審するまでの取り組みとして、最初に内丸の外来業務運用マニュア
ルの整備を行いました。それまで各診療科独自のローカルルールで運用されているも
のが多くありましたが、附属病院の外来業務運用マニュアルを基に、内丸メディカル
センターの設備や診療機能を考慮しながら、すべての診療科が統一されたルールで運
用するよう整備しました。
　そのなかで、特に力を入れたのが患者さんのプライバシー保護です。他病院の運用
などを参考にしながら、番号札を用いた番号呼出をいくつかの診療科で開始しまし
た。運用開始当初は多少の混乱がありましたが、現在は約１／３の診療科で大きなト
ラブルなく番号呼出が運用されております。
　受審当日は、サーベイヤーから患者さん目線からみた質問や指摘が多く、事前に

紹介された患者、飛び込みで来られた患者
などの動線に沿って、案内、手続きついて
詳細にチェックされていました。外来訪問では大きな問題点の指摘はなく、
古い施設で多くの制約がある中で患者プライバシーに配慮して外来診察運
用を行っていることはご評価いただいたと思います。
　内丸ＭＣ外来診療の問題点はまだまだ多くありますが、今回の病院機能
評価受審をきっかけに附属病院と連携して患者サービスをさらに向上さ
せ、患者さんに選んで内丸ＭＣ、附属病院を受診いただけるよう努めて参
ります。 

配置変更した外来患者用長椅子新設した医療情報コーナー

大間々代表外来医長の外来訪問対応

内丸メディカルセンター長補佐
総合診療医学講座 助手

高橋 幹夫 部会長

総合診療医学講座 准教授

大間々 真一 代表外来医長
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病棟概要確認

外来訪問

栄養部訪問

ケアプロセス調査

リハビリテーション部訪問

手術室訪問

　内丸ＭＣの病院機能評価受審にあたっては、法人、ご指導くださった附属病院、諸々
の改善に取組んだ内丸 MC 職員に心より感謝申しあげます。
　内丸ＭＣが機能評価を受審する意義は数多ありましたが、その中から２つを述べさ
せて頂きます。
　まずは内丸ＭＣに横たわっている問題に向き合えたことです。開設当初よりセクショ
ナリズムやローカルルールの横行、ガバナンスの欠如があり、部署間の風通し悪さや
組織構造の複雑さが足枷となっておりました。病院の目指す方向を、医療の質向上委
員会や外来医長・管理者会議などを通じて具体化し、「病院全体が一つのチームとなり、
患者さんの視点に立った安全な医療を提供する」ことを、何処でも誰でもの普遍的な
目標として浸透を図っております。まだ道半ばですが、今後も重要課題として取り組
んで参ります。
　もう一つはスタッフの意識変容です。当初は、大学病院から一般病院へ変わること
によるアイデンティティロス、内丸ＭＣの役割や将来への疑念、残留組としてのネガ
ティブ感情などを感じる場面は多々ありました。受審に向けて、自らが病院作りに参画することでやりがいや役割の
再認識など、自己効力感の高まりを期待したものです。受審当日、サーベイヤーから「ここは、スタッフが活き活き
していますね」のお言葉をいただきました。何よりも嬉しいことでした。
　今回の評価結果を真摯に受け止め①安心で安全な医療を提供する、②職員がチームの一員としてやりがいを感じる、
③求められる役割を果たし信頼される医療機関、を目指して改善活動を続けて参ります。

附属内丸メディカルセンター長
総合診療医学講座　教授

下沖 　収

受審を終えて

当日の様子
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岩手医科大学と青森県が量子科学技術
の分野に関する連携協定を締結しました

令和５年度一般入学試験・大学入学共通テスト
利用入学試験が行われました

最終講義が行われました

T PICSトピックス

　２月９日（木）、青森県八戸市で「量子科学技術の分野に
関する学校法人岩手医科大学と青森県との連携協力に関す
る連携協定締結式」が行われました。
　これまで本学では、日本アイソトープ協会仁科記念サイ
クロトロンセンター（岩手県滝沢市）で、2019 年３月ま
で約 30 年間にわたり PET 臨床研究を実施してきました。
2018 年からは最先端の機器がある研究施設「青森県量子
科学センター」で、がん等の診断に使われる薬剤の製造や
機器の管理・運営などを担い、翌年から脳神経外科学講座
が主導で臨床研究を行ってきました。こうした連携をさら
に強化する為、協定の締結式が行われました。
　小川理事長は「北東北に多い脳卒中の新しい治療法が開
発されれば大変なメリットになる。脳卒中の改善や予防、
研究データの蓄積に繋げていきたい」と期待を寄せました。 

　令和５年度岩手医科大学入学試験は新型コロナウイルス
感染症対策を講じ、以下の通り行われました。

　３月６日（月）、大堀記念講堂において、３月 31日付をもっ
て定年退職される教授の最終講義が行われました。
　聴講者は、各教授によるスライドや在職中のエピソード
などを交えた熱心な講義に耳を傾け、名残を惜しみました。
講義終了後には、職員や学生から各教授に花束が贈呈され、
惜しみない拍手が送られました。

協定を締結した柏木司青森県副知事と小川理事長

医学部一般一次試験（本学会場） 左から：三浦教授、佐塚教授、小澤教授、菅井教授

学生から花束を受け取る教授ら

入試区分 日程 志願者数
医学部一般・地域枠 C,D（一次） １月18日（水）

2,297 名 
医学部一般・地域枠 C,D（二次） １月27日（金）

１月28日（土）
歯学部一般・共通テスト利用（前期） ２月 ３ 日（金） 60 名 
薬学部一般・共通テスト利用（前期） ２月 ３ 日（金） 91 名 
看護学部一般（前期） ２月 ６ 日（月） 148 名 
歯学部一般・共通テスト利用（後期） ３月13日（月） 15 名 
薬学部一般・共通テスト利用（後期） ３月13日（月） 7 名 
看護学部一般（後期） ３月13日（月） 16 名 

「病理診断学の梁山泊を目指して
 －“誠の病理医”を目指した40年－」

菅井 有 教授
（病理診断学講座）

「薬の挙動は外から見えない」

小澤 正吾 教授
（医療薬科学講座薬物代謝動態学分野）

「Drug Delivery System 
－ナノキャリアを基盤として－」

佐塚 泰之 教授
（医療薬科学講座創剤学分野）

「看護で働き 看護を学び 看護を教える」

三浦 幸枝 教授
（共通基盤看護学講座）
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卒業式が挙行されました

　３月 10 日（金）、岩手県民会館大ホールにおいて令和４年度岩手医科大学卒業式が挙行されました。新型コロナウ
イルス感染症の終息が見通せないことから、出席者は卒業生、修了生及び教職員のみで行いました。参加が叶わなかっ
た保護者の為、ライブ配信されました。
　令和４年度岩手医科大学医療専門学校の卒業式は、３月７日（火）に上ノ橋校舎で挙行されました。保護者の出席を
ご遠慮いただく等、最小限の人数で執り行われました。
　昨年度同様、規模縮小の開催となりましたが、卒業生は母校の思い出と新天地への期待を胸に、医療人として決意を
新たにしたようでした。

■医療専門学校卒業式
　 令和４年度医療専門学校卒業生：33 名

■岩手医科大学卒業式

TOPICS
PLUS

トピックス

プラス

学位記授与

三浦校長から卒業証書を受け取る卒業生

岩手県民会館大ホールで挙行した卒業式

卒業生代表謝辞（薬学部 髙瀬野乃花さん）

卒業生と関係教員・職員

令和４年度岩手医科大学卒業生

医学研究科博士課程 8名 医学部 120名

医学研究科修士課程 9名 歯学部 24名

歯学研究科博士課程 13名 薬学部 63名

薬学研究科博士課程 1名 看護学部 89名



　この度、令和４年度健やか親子21全国大会（母子保健家族計画全国

大会）において一般社団法人日本家族計画協会会長表彰を受賞しました。

　私は平成11年度より本県にて助産師教育に携わることとなりました

が、並行して妊産婦や乳幼児への母子保健活動、そして幼児から小・中・

高校生へのいのちの教育等を行って参りました。今回はこれらの活動

を通して母子保健・家族計画の普及に貢献したものと評価いただいた

と思っております。今後もさらに尽力してまいる所存です。

　最後に、日頃より温かなご支援をいただいている三浦幸枝看護学部

長をはじめ、看護学部の諸先生方、そして成育看護学講座の教室員の

先生方に、この場をお借りして深く感謝申し上げます。

（文責：成育看護学講座 教授 蛎﨑 奈津子）

　北米放射線学会（RSNA2022）にてCertificate of Meritを受賞で

きたことを大変光栄に思います。RSNAは放射線分野の世界最大の

学会で、演題の採択率は例年35-40%程度となっており、私は「To 

surgery or to follow up? That is the question: The dilemma of 

diagnosis of IPMNs.」という演題が受理されました。膵管内乳頭粘

液性腫瘍（IPMN）のガイドラインに含まれる悪性を示唆する画像

所見は多彩で、診断アルゴリズムも複雑です。我々が検討した画像

所見の読影者間一致率もそれほど高くありません。高度異形成や浸

潤癌の正診率は50 ～ 80％であり、すなわち一部に過剰治療や過小

評価が生じてしまいます。演題ではIPMNの画像診断のポイントを解説し、実臨床でのジレンマを解決する

Tipsを提示しています。また膵に嚢胞が発見された場合、安易にIPMNと診断される風潮もありますが、膵嚢

胞性疾患の鑑別は多彩でありこれらについても解説しています。

　日ごろ外科医、内科医、病理医、放射線科医による胆膵ミーティングにて術前・術後の症例を議論しており、

そうした日常診療の成果が評価されたと考えています。ご協力いただいた先生方には深くお礼申し上げます。

これを励みにこれからも地道に臨床や研究を続けていきたいと思います。

（文責：放射線医学講座 特任講師 田村 明生）

成育看護学講座の蛎﨑 奈津子 教授が
健やか親子 21 全国大会で一般社団法人日本家族計画協会会長表彰を受賞しました

放射線医学講座の田村 明生 特任講師が
北米放射線学会で Certificate of Merit を受賞しました

表彰の栄誉
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　今回、新たに設立された日本アブレーション研究会という、肝癌領

域においても重要な、しかしながら、これまでには存在していなかっ

た研究会の第１回大会に参加できる、貴重な機会を頂きました。

　国内外のスペシャリストや同じ苦楽を経験する先生方との意見交換

の場であり、また、肝臓以外の領域でのアブレーションについても勉

強できる有意義な場となりました。

　設立されたばかりの新しい研究会に参加できる機会はなかなかない

ものですので、今後もこの領域を盛り上げられればと思える研究会で

した。さらに、本研究会において優秀討論者賞の栄誉を頂き非常に喜

ばしく感じております。発表に際しご指導頂きました黒田英克教授、

松本主之教授に感謝申し上げるとともに、発表の基盤となるデータベー

ス作成にご協力頂いている当科の先生方に御礼申し上げます。

（文責：内科学講座消化器内科分野 助教 阿部 珠美）

　この度、2021年に日本診断学会誌に掲載された「骨粗鬆症患者にお

ける骨吸収抑制薬関連顎骨壊死の臨床的検討」が優秀論文賞を受賞致

しました。

　骨吸収抑制薬関連顎骨壊死は、骨粗鬆症や悪性腫瘍骨転移に対して

適応のある骨吸収抑制薬（ビスホスホネート製剤や抗RANKL抗体製

剤等）の投与歴をもつ患者さんが、口腔内からの感染を契機に顎骨壊

死を来す疾患です。

　本疾患が報告されてから20年近く経過致しますが、未だ治療方針が

定まっておらず予後不良例も多く存在します。本論文では当科におけ

る治療方針とその予後を評価しました。本疾患がわれわれ歯科医師だ

けではなく、医療従事者に広く知られることで、早期の歯科口腔外科への受診に繋がれば幸いです。

　最後になりましたが、ご指導賜りました山田教授はじめ、研究にご協力頂きました整形外科の先生方に心

より感謝いたします。

（文責：口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野 助教 小松 祐子）

内科学講座消化器内科分野の阿部 珠美 助教が
日本アブレーション研究会で優秀討論者賞を受賞しました

口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野の小松 祐子 助教が
日本口腔診断学会で優秀論文賞を受賞しました

表彰の栄誉

松本教授、阿部助教、黒田特任教授
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１．名誉教授の称号授与について

　菅井　有（医学部病理診断学講座）

（称号授与年月日　2023年４月１日）

２．役職者の選任について

　副学長（歯学部改革担当）　三浦　廣行（再任）

　歯学部長　三浦　廣行（再任）

　看護学部長　三浦　幸枝（再任）

（任期　2023年４月１日から１年間）

３．教員の人事について

歯学部補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野　准教授

　深澤　翔太（前　同分野　講師）

（発令年月日　2023年２月１日）

薬学部病態薬理学講座分子細胞薬理学分野　教授

　奈良場　博昭（現　薬学部臨床薬学講座薬学教育学分野　教授）

１．役職者の選任について

看護学部副学部長　遠藤　太（再任）

教養教育センター長　松政　正俊（再任）

附属薬用植物園園長　田浦　太志（新任）

附属薬用植物園副園長　大橋　一晶（再任）

学生部長　古山　和道（再任）

学生副部長（医学部）　小原　航（再任）

学生副部長（看護学部）　遠藤　太（再任）

岩手医科大学医療専門学校長　三浦　廣行（再任）

（任期　教養教育センター長、学生部長、学生副部長（医学部、

看護学部）は2023年４月１日から３年間、附属薬用植物園園

長、附属薬用植物園副園長は同日から２年間、看護学部副学部

長、岩手医科大学医療専門学校長は同日から１年間）

２．教員の人事について

歯学部補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野　特任教授

　田邉　憲昌（前　同分野　准教授）

（発令年月日　2023年３月１日）

看護学部地域包括ケア講座　教授

　岩渕　光子（現　同講座　准教授）

薬学部臨床薬学講座薬学教育学分野　特任教授

　白石　博久（現　薬学部生物薬学講座生体防御学分野　特任教授）

医学部産婦人科学講座　准教授

　庄子　忠宏（現　同講座　特任准教授）

統合基礎講座解剖学講座細胞生物学分野　准教授

　成田　啓之（現　山梨大学医学部解剖学講座細胞生物学教室　准教授）

医学部産婦人科学講座　特任准教授

　利部　正裕（現　同講座　講師）

（発令年月日　2023年４月１日）

統合基礎講座医学教育学講座医学教育学分野　准教授

　髙田　亮（現　医学部泌尿器科学講座　特任准教授）

看護学部共通基盤看護学講座　准教授

　佐藤　奈美枝（現　同講座　特任准教授）

看護学部成育看護学講座　准教授

　遊田　由希子（現　同講座　特任准教授）

（発令年月日　2023年４月１日）

４．定年延長等について

　岩手県及び国において、職員の定年等に関する条例等の関連

法令が改正され、2031年度にかけて定年が段階的に延長され

ることに伴い、本学の対応として、一般職員の定年延長の実施、

教授及び教員の定年年齢、役職定年の適用範囲並びに降任後の

職位、60歳以上の給与及び退職金並びに再雇用職員等の取扱

いについて定めることを承認した。

３．職員就業規則等の一部改正について

　岩手県及び国において、職員の定年等に関する条例等の関連

法令が改正され、2031年度にかけて定年が段階的に延長され

ることに伴い、本学職員就業規則において、職員の定年を65

歳とし、2031年度に向けて段階的に引上げるとともに、役職

定年を設け、一定の条件に達した場合には降任させること、本

学再雇用職員の取扱いに関する規程においては、適用年齢を経

過措置期間で定める年齢に改めることとし、職員就業規則及び

再雇用職員の取扱いに関する規程を一部改正することを承認

した。

（施行年月日　2023年４月１日）

４．附属病院内視鏡手術支援ロボットの更新について

　現在使用している内視鏡手術支援ロボットはメーカーサ

ポートが間もなく終了することに加え、新規手術への対応が困

難となっていることから、術者のトレーニングや学生教育等に

も有用な機種に更新すること、同機種は2023年４月以降の注

文分より値上げとなるとともに、３年後にはモデルチェンジを

控えていることから、継続使用又は次世代機や他社製品への更

新に資するため、今年度中に残価型３年リース契約として注文

すること、このほか、新規導入予定の１台は今回更新する機種

と別機種との比較検討を行ったうえで選定すること承認した。

理事会報告　（１月定例－１月30日開催）

理事会報告　（２月定例－２月27日開催）
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岩手医科大学及び岩手医科大学附属病院が
防火・防災優良施設として認定されました

　大学および附属病院は令和４年度に実施した「防火対象物定期点検
報告特例認定」及び「防災管理点検報告特例認定」に係る消防署の立
入検査において、防火・防災優良施設として認定されました。
　防火対象物（不特定多数の人に利用される建造物等）は、毎年点検
資格者による防火・防災管理上必要な業務等についての点検とその結
果の報告が義務付けられていますが、一定期間継続して消防法令を遵
守し基準に適合していると認められた場合、防火・防災優良認定を受
けることで３年間の点検及び報告の義務が免除されます。
　大学施設は令和２年から継続、附属病院は矢巾町に移転後初めて優
良施設として認定されました。

お知らせ
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岩手医科大学募金状況報告
　本学の事業募金に対し、特段のご理解とご支援を賜りました皆様方お一人おひとりに、厚く御礼申し上げます。
　ご支援いただいた皆様のご協力に感謝の気持ちを込め、ここにご芳名を掲載いたします。
　今後とも格別なるご支援・ご協力を賜りますよう衷心よりお願い申し上げます。
　※ご芳名及び寄付金額は、掲載を承諾された方のみ紹介しています。

学術振興資金募金

■ 法人・団体等（５件）

＜100,000＞
神谷　亮一（医27）
小木田　勇輝（医35）
＜30,000＞
満川　元貞（医45）
＜10,000＞
碓氷　博（父母）

＜ご芳名のみ＞
増田　友之（名誉教授）
土肥　守（医32）
清水　由紀夫（父母）
小野　由貴子（父母）
萩原　千也（医42）
萩原　優子（医38）

金田　泰一（医39）
安田　優輝（医67）
遠山　浩之（父母）
佐野　公昭（医33）
後藤　康文（役員）

■ 個人（15件）

＜1,000,000＞
株式会社　髙宮商店（岩手県盛岡市）
＜100,000＞
アストモスリテイリング　株式会社（宮城県仙台市）

＜ご芳名のみ＞
アズビル　株式会社　ビルシステムカンパニー（東京都千代田区）
杜陵高速印刷　株式会社（岩手県盛岡市）
丸木医科器械　株式会社　岩手支店（岩手県紫波郡）

第14回目のご芳名紹介です。（令和４年12月１日～令和５年１月31日）

区　　分 申込件数 寄付金額（円）
圭　　陵　　会 384 198,078,220
在学生ご父母 279 72,420,000
役員・名誉教授 38 42,570,000
教　　職　　員 39 6,620,000
一　　　　　般 19 461,789,001
法 人 ・ 団 体 223 128,655,481
合　　計 982 910,132,702

（令和２年９月１日～令和５年１月31日現在）

創立120周年記念事業募金

■ 法人・団体等（２件）

■ 個人（３件）

<ご芳名のみ>
レジットメディカル株式会社（岩手県紫波郡） 株式会社シミズ・ビルライフケア（東京都中央区）

＜1,000,000＞
印出井　敏英（歯３）
＜200,000＞
金子　靖典（医48）
<ご芳名のみ>
春山　航一（医45）

（平成26年６月１日～令和５年１月31日現在）

区　　分 申込件数 寄付金額（円）
圭　　陵　　会 1,111 671,945,089
在学生ご父母 932 547,622,000
役員・名誉教授 102 124,720,000
教　　職　　員 270 36,372,000
一　　　　　般 146 48,785,010
法 人 ・ 団 体 406 1,275,084,000
合　　計 2,967 2,704,528,099

第50回目のご芳名紹介です。（令和４年12月１日～令和５年１月31日）
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　一杯一杯手づくりのスペシャリティコーヒーショップで
す。モーニングやランチ、ティータイムにぜひご利用くださ
い。季節ごとのフードやドリンクの新商品も充実しておりま
す。すべての商品のテイクアウト承ります。
　タリーズコーヒーが厳選したコーヒー豆の取り扱いもござ
いますのでこちらもご利用ください。ギフト用ラッピングも
無料で承ります。
　当店のご利用をスタッフ一同心よりお待ちしております。

【医療用ウィッグ】
　治療等によりウィッグを必要とされる方に安心してお過ごしいただけるよう、
ご相談からご購入後のフォローまで、しっかりとサポートさせていただきます。
医療用帽子など多数のケアアイテムもございますので、お気軽にご来店ください。
【理容・美容】
　プライバシーに配慮した個室となっており、車いすの方も安心してご来店いた
だくことができます。 ※事前にご予約をお願いしております。
【スヴェンソン医療関係者向け情報サイト】
　医療現場で必要とされるアピアランスケアについて、動画など分
かりやすいコンテンツをご用意しております。《患者さんの「困った」
を一つでも減らす情報サイトとしてご活用ください。》

岩手医大ヘアケアステーション（矢巾トクタヴェール１階）

タリーズコーヒー岩手医大病院店（矢巾トクタヴェール１階）

月～金／ 9：00 ～ 18：00　　定休日／土・日・祝

019 － 656 － 8488（トクタヴェール１Ｆ）

テナント紹介

月～金　　／７：30 ～ 19：00
第１・４土／７：30 ～ 17：00
土・日祝　／９：00 ～ 17：00
ラストオーダーは閉店 30 分前です
019 ー 656 ー 0806

営業時間

TEL

営業時間
TEL

※医療者の方の店舗見学・ウィッグ体験も受け付けております。

　矢巾・内丸キャンパスに入店しているテナント紹介のコー
ナー。第４弾となる本号では、矢巾トクタヴェール１階のタリー
ズコーヒー岩手医大病院店と岩手医大ヘアケアステーションを
ご紹介します。
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　3月10日には、4年ぶりに卒業
生全員参加の卒業式が挙行され
ました。マスク越しではありま
したが、喜びで笑顔があふれる

華やかな会場内。式典では荘厳な空気の中、
ひとりひとり卒業証書を授与される姿が凛
として頼もしく、送り出す身としても気持ち
が引き締まりました。3月13日からマスクの
着用は個人の判断が基本となりましたが、ま
だまだマスクが手放せない日々です。何かと
悩ましい状況が続きますが、桜の季節はもう
すぐです。

（編集委員 西里 真澄）

編集
後記
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　生活習慣病の増加などを受け、厚生労働省は
2000 年から健康日本 21 を推進しています。基
本方針として生活習慣の改善が推奨されます。
生活習慣には栄養・食生活、飲酒や喫煙とともに、
身体活動・運動が含まれます。運動が動脈硬化
症や、その要因となる糖尿病や脂質異常症に有
効であることは知られていましたが、どのよう
な機序によるのかは長らくわかっていませんで
した。しかし、2000 年代以降、運動により骨格
筋から直接もしくは間接的にマイオカインと総
称される物質が分泌され健康に寄与しているこ
とが明らかとなりました。
　障がい者の身体活動量は少なく、例えば、脊
髄損傷者では健常者の 40％程度です。彼らの動
脈硬化症、糖尿病、脂質異常症の有病率は高く、
障がい者こそ運動をする必要があります。マイ
オカインの分泌量は運動強度、運動時間、さら
に動員される筋肉量に依存して増加します。で
は、麻痺を有し、筋が萎縮した脊髄損傷者では
どうでしょうか。頚髄損傷者（上下肢の麻痺）

が全力の 60％の負荷で 20 分間、ハンドエルゴ
メーター（上肢で行う自転車こぎ）を駆動して
も IL- ６（マイオカイン）は増加しませんが、車
いすハーフマラソン（21.0975km）完走後には増
加します。胸腰髄損傷者（下肢の麻痺）では頚
髄損傷者よりも IL- ６の分泌量が多く、フルマ
ラソン（42.195km）ではさらに多く分泌されます。
脊髄損傷でも筋肉量や運動強度・時間に応じて
マイオカインが分泌されますが、ほどほどの運
動では足りないようです。胸腰髄損傷者でフル
マラソン後に自然免疫の指標である NK 細胞活
性は低下しましたが、ハーフマラソンでは頚髄
損傷者とともに増加しました。フルマラソンま
でいくと、いくぶんやりすぎなのかもしれませ
ん。
　マイオカインの作用は幅広く、筋の肥大や各
臓器におけるエネルギー代謝の改善だけでなく、
骨粗鬆症、認知症、抑うつなど心身へのさまざ
まな効果が期待されます。障がい者も健常者と
同様にしっかりと運動を行うことが大切です。

リハビリテーション医学講座 講師　西山 一成

スポット医学講座
す こ や か

障がい者も運動を

№110

マイオカインの効果
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